
①モニターの84.5%がスマホを使用、

77.3%がスマホとPCの両方を使用している。

②スマホ所有者の9割以上(92.2%)が、

「毎日インターネットを見ている」。(N=153)

③スマホで最もよく利用しているのは、「イン

ターネットの閲覧」(52.3%)で、次いで「SNS」

(28.8%)や「メール」(12.4%)の順。(N=153)

④約7割はスマホで家電品の情報を閲覧。通販サイト、

メーカーのホームページ、価格比較サイト、家電

量販店サイトなど幅広く閲覧。 単位=%

68.8%(12.8%)

64.0%(29.6%)

60.8%(31.2%)

52.8%(11.2%)

40.8%(9.6%)

23.2%(5.6%)

13.6%(0.0%)

0.0%

N=125
複数回答
（ ）＝一番参考に

する情報

【口コミの内容】

⑥約4割が最近2年間にスマホから直接家電品を購入。
単位=%

回答者(120名)が計３８３件の家電品をスマホから

直接購入。購入金額の多少を問わず『届けてもらう

だけで使える』家電品が多くあげられている。

下表網掛けは、「搬入」「工事を伴う」家電品例。

N=47

問7－１ 届けてもら
うだけで使えるもの

問7－２ 搬入を依
頼しなければならな
いもの

問7－３ 工事を伴う
もの

全 体

問7－1、2、3

比 較

1.1

2.8

3.3

13.3

14.4

39.2

74.0

63.5

32.6

8.8

17.1

22.1

2.2

2.2

2

情報を得
たサイトで
すぐ購入
したい

価格を比
較してか
らインター
ネット上の
別の通販
サイト等で
購入したい

商品が置
いてある
家電販売
店等に
行って、
実物を確
認してそ
の場で購
入したい

商品が置い
てある家電
販売店等に
行って、実物
を確認してイ
ンターネット
上の通販サ
イトで購入し
たい

その他

(単一回答、単位＝％)

⑤『届けてもらうだけで使えるもの』は、「価格比
較後に通販サイトで購入」(39.2%)や「家電販売
店等で実物確認後にその場で購入」(32.6%)に購
買パターンが分かれる。

『搬入を依頼しなければならないもの』や『工事を
伴うもの』は、「家電販売店等で実物確認後にそ
の場で購入」(74.0%)が圧倒的に多い。

【最近スマホから直接購入した家電品】 (N=120、複数回答)

家電公取協 第９５回消費者モニターアンケート（調査概要）

2020年４月実施

●モニターの皆様には、家電公取協の「スマホにおける注釈の表示について」のアンケートに
ご協力いただきありがとうございました。アンケート結果の概要を報告させていただきます。
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⑦スマホで情報を閲覧して別ページに移動するとき

の許容時間は「５秒以内」(48.1%)が約半数。

次いで「２～３秒」(21.0%)が約２割と比較的多い。

⑧スマホ画面で注釈「※」に

気がついた人は33.7%。

そのうち注釈を読んだ人は

70.5%。(全体の23.7%)

注釈に気づいても「読まな

かった」理由は、

説明場所がわからない…38.9%

文字が小さい …27.8%

読んでも理解できない…11.1%

読む必要がない …22.2%

(N=18、男性６名、女性１２名))

⑨スマホ画面で文章内に「※」などの記号がついて

いる場合、「気になる内容の時は読む」(63%)が

大多数。

「※」の注釈ま
で必ず読む

気になる内容
の時は読む

なにか注意事項がある

ことは意識するが、注

釈までは読まない

そのような注釈があ
ることに気がつかな

かった

12.1% 63.0% 13.3% 6.6%

全体(N=181)

⓾スマホ画面で、見出しの補足説明である注釈は、

「見出しの近くに表示してほしい」が過半数。

見出しの近くに
表示してほしい

ページの最後など、
区切りのよいとこ
ろにまとめて表示
してあればよい

「詳しくはこちら」のボタンな

どの分かりやすいガイドが

あれば、注釈は別のページ

に移動したところでもよい

スマホの画面で
は注釈を表示す
る必要はない

50.3% 18.8% 26.0% 5.0%

全体(N=181)

⑪注釈の付け方で最も良いと思うのは、パターン3

で４割以上が１位にあげている。

●「注釈」の表示の方法が違う5通りの例があります。
パターン１～5の各ページで、「※」を探して注釈
を確認してください。

パターン１ 画面の最後に注釈内容を記載

パターン２ ※の近くに注釈内容を記載

パターン３ ※をクリックすると注釈がPOPアップで出現

パターン４ ※をクリックで、注釈個所にジャンプ

パターン５ ※をクリックで、注釈がアコーディオン式に出現

⑫注釈の必要性について、『※１.スマホの動作環境』

『※２.インターネット接続環境が必要なこと』『アプ

リが無料であること等』の各注釈ともに、「スマホ画面

に記載が必要」が５割前後と最も多く、「カタログや

取扱説明書に記載されていればよい」も４割前後ある。

●次の「※」(注釈)を読んであてはまるものを選んでください。

※1.商品の色・柄は画面の見え方により、実物と異なる場合があります。

※2. 「加湿量」は、日本電機工業会規格（JEM1426)に基づき、室温20℃、

湿度30%で算出。

※3. 消費電力：無線アダプターを起動していないときの消費電力です。

無線アダプター起動時は消費電力が最大で約1W高くなります。

※4. 床面の材質、使用環境、使用状態により異なります。

※5. 4K/HDR対応のテレビに接続することで、HDRコンテンツを視聴する

ことができます。HDMI端子のないテレビでは視聴できません。

※6. 画面はハメコミ合成写真です。

※7. テレビを見るにはAC電源への接続が必要です。電池では使用できません。

⑬『スマホ画面に記載が必要』なもの：※5、※1

『カタログや取扱説明書に記載があればよい』もの:※2

『スマホ画面に記載が必要』と『カタログや取説に記

載があればよい』が同程度のもの: ※３、※4

『記載する必要はない』もの：※６、※7
全体(N=181)

●次の「※」(注釈)を読んであてはまるものを選んでください。

⑭『※１試験効果』は
「スマホ画面に記載が
必要」が多く、『※3
試験依頼先』は「カタ
ログや取扱説明書に記
載されていればよい」
が多い。『※2試験条
件』は、スマホ画面に
記載とカタログ等に記
載に意見が分かれている。

２


